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1１�　

「
酔
」
の
訓
読
み
は
「
よ（
う
）」
で
あ
る
。
「
陶
酔
」
と
は
「
う
っ
と
り
と
し
て
そ
の
気
分
に
ひ
た

る
こ
と
」
。

２　

「
著
」
の
訓
読
み
は
「
あ
ら
わ
（
す
）」
「
い
ち
じ
る
（
し
い
）」
で
あ
る
。

３　

「
勇
」
の
音
読
み
は
「
ユ
ウ
」
で
、
勇
気
・
勇
敢
・
武
勇
・
勇
退
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

４　

「
務
」
の
訓
読
み
は
「
つ
と
（
め
る
）」
で
あ
る
。

５　

「
麦
」
の
音
読
み
は
「
バ
ク
」
で
、
麦
芽
・
麦
秋
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

６　

「
困
」
の
音
読
み
は
「
コ
ン
」
で
、
困
難
・
困
窮
・
貧
困
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。　

2１�　

「
顔
色
が
悪
い
」
と
言
い
か
え
ら
れ
る
、
主
語
を
示
す
格
助
詞
「
の
」
で
あ
る
。
ア
は
連
体
修
飾
語

を
つ
く
る
格
助
詞
「
の
」
で
あ
る
。
ウ
・
エ
は
「
…
も
の
」
「
…
こ
と
」
と
言
い
か
え
ら
れ
る
、
体
言

の
代
用
の
格
助
詞
「
の
」
で
あ
る
。

２�　

動
作
の
目
的
を
示
す
格
助
詞
「
に
」
で
あ
る
。
ア
は
接
続
助
詞
「
の
に
」
の
一
部
、
イ
は
助
動
詞

「
そ
う
だ
」
の
一
部
、
エ
は
形
容
動
詞
「
元
気
だ
」
の
一
部
で
あ
る
。

３�　

手
段
・
方
法
を
示
す
格
助
詞
「
で
」
で
あ
る
。
イ
は
接
続
助
詞
「
て
」
が
濁
音
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
は
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の
連
用
形
で
、
エ
は
形
容
動
詞
「
不
安
だ
」
の
一
部
で
あ
る
。

４�　

作
用
の
結
果
を
示
す
格
助
詞
「
と
」
で
あ
る
。
ア
は
副
詞
「
そ
ろ
そ
ろ
と
」
の
一
部
で
あ
る
。
イ
・

ウ
は
ど
ち
ら
も
接
続
助
詞
で
あ
る
が
、
イ
は
順
接
の
確
定
条
件
を
示
し
、
ウ
は
逆
接
の
仮
定
条
件
を
示

し
て
い
る
。

５�　

形
容
動
詞
「
豊
か
だ
」
の
一
部
で
あ
る
。
ア
は
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の
連
体
形
で
あ
る
。
イ
は
助

動
詞
「
よ
う
だ
」
の
一
部
で
、
ウ
は
連
体
詞
「
小
さ
な
」
の
一
部
で
あ
る
。
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